
令和４年度加東市在宅医療・介護連携推進事業報告       

これまで取り組んできている実施内容の更なる充実を図り、効果的かつ効率的に在宅医療・介

護連携推進事業を推進するために関係機関が連携し、評価・検証を継続的に実施することで在宅

医療と介護を一体的に提供できる体制の構築をめざしました。 

事業項目別事業実施内容 

ア、地域の医療・介護の資源の把握  

地域の医療機関、介護事業所等の資源情報を整理し、地域の医療・介護関係者および地域住民

に対して情報提供を行う。（地域資源マップの改訂および配付） 

イ、在宅医療・介護連携の課題の抽出と対応策の検討 

会議を通して、在宅医療・介護連携の現状の把握と課題の抽出、対応策等の検討を行った。 

【在宅医療・介護連携推進協議会】 

月 日 内 容 場 所 参加者

６月２８日（火）

・令和３年度加東市在宅医療・介護連携推進事業

報告について 

・令和４年度加東市在宅医療・介護連携推進事業

計画（案）について 

・意見交換

社公民館 

研修室 
１０名 

【地域ケア・かかりつけ医連絡会】 

月 日 内 容 場 所 参加者

４月１８日（月）

第１回 

検討事項 

①令和４年度在宅医療・介護連携推進事業計画につ

いて 

②在宅医療・介護連携セミナーについて 

加東市役所 

健康教育室１ 
７名 

８月３０日（火）

第２回 

検討事項 

①在宅医療・介護連携セミナーについて 

②人生会議ポスターについて

加東市役所 

健康教育室１ 
５名 
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１２月６日（火）

第３回 

検討事項 

①在宅医療・介護連携セミナー結果について（報告） 

②人生会議ポスターについて 

③令和５年度事業計画について 

加東市役所 

健康教育室 1 
５名 

ウ、切れ目のない在宅医療と介護の提供体制の構築推進 

〇「北播磨圏域要介護者における入退院支援の手引き」（北播磨県民局、北播磨圏域医師会作成）

の活用促進 

 〇北播磨圏域要介護者における入退院支援に関するアンケート調査（R4.9 加東健康福祉事務所） 

エ、医療・介護関係者の情報共有の支援 

○「医師との連絡票」（加東市在宅医療介護連携支援センター・兵庫県介護支援専門員協会加東支部

作成）の活用状況の把握  

 ○「口腔ケアチェックシート」（小野加東歯科医師会作成）の活用支援 

○「薬剤師との連絡票」（加東市薬剤師会・兵庫県介護支援専門員協会加東支部共同作成）

オ、在宅医療・介護連携に関する相談支援 

 平成 30 年より小野市・加東市医師会への業務委託により、「加東市在宅医療介護連携支援センター」

を設置し、地域の医療・介護関係者から在宅医療・介護連携に関する相談を行っている。 

月 日 相談者 相談内容 調整連絡先 

８月３０日（火） 地域包括支援センター かかりつけ医に関すること 医師 

カ、医療・介護関係者の研修 

【小野市・加東市在宅医療介護連携支援センター研修事業】 

小野市・加東市医師会への業務委託により、地域の医療・介護関係者の連携を強化するために、 

多職種での研修や医療・介護関係者に対する研修を行う。 

月 日 内 容 参加者 場 所 

１２月２２日（木）

14:00～16:00 

ＷＥＢ研修 

座長 西山センター長 

・講演 

①「昨今の救急事業～急変時におけ

る医療・介護連携について～」 

演者 小野市消防本部  

救急課長補佐 山根丈範氏 

 ②「当院における病診連携・病介連 

携」  

演者 加東市民病院 院長  

金岡保 氏 

医師、歯科医師、薬

剤師、訪問看護、介

護支援専門員、地

域包括支援センタ

ー職員等 

３０名

小野市・加東市

医師会館 

（Web 会議） 



令和５年 

３月１６日（木）

14:00～16:00 

ＷＥＢ研修 

・コロナ禍における困難事例発表 

①居宅介護支援事業所 chouEtte(シュ

エット) 

介護支援専門員 石田三有希 氏 

②四つ葉居宅介護支援事業所 

 介護支援専門員 山口 雅隆 氏 

・質疑応答 

医師、歯科医師、薬

剤師、訪問看護、介

護支援専門員、地

域包括支援センタ

ー職員等 

３６名

加東市役所 

４０２会議 

（Web 会議） 

キ、地域住民への普及啓発 

在宅医療や介護に関する講演会の開催等により、地域住民の在宅医療・介護連携の理解を促進す 

る。 

【加東市在宅医療・介護連携セミナー】 

月 日 内 容 参加者 場 所 

１１月１３日（日）

14:00～16:00 

座長 小野市・加東市医師会 

副会長 北野 達郎 氏 

・講演 

「ロコモティブシンドロームについて～い

つまでも元気で暮らし続けるために～」 

演者 兵庫県整形外科医会 会長  

やました整形外科 理事長・院長  

山下仁司 氏 

・体操 

・介護サービス事業所紹介～通所型事

業所編～ 

一般市民、専門

職等 

３３名

加東市役所   

２０１会議室 

参加者アンケートより（一部抜粋） 

・年だからという理由で自分の体力年齢に納得していたが、ロコモ体操など日々の努力の積み重ねで体

力年齢を若くする意識が芽生えた。 

・姑を自宅で介護したので、在宅医療のありがたさを思います。これからも常に介護の新しいニュースを

知りたいと思います。 

・介護サービス事業所の説明でこんなに多くの場所や対応があることを知り、うれしかった。 

・学習したことを実践していくことが健康につながると思えた。 

・色々な病気についての話、また予防等々について講演してほしい。 

令和４年度は「人生会議」のポスターを作成し、医療機関・薬局・施設等へ配布した。 

月 日 内 容 

１１月 

・おたっしゃだより掲載 

・人生会議ポスターの作成と配布 

・介護サービス事業所一覧～通所事業所編～の作成と配布 

ク、在宅医療・介護連携に関する相談支援機関、関係市区町村の連携 

同一の二次医療圏域内にある市区町村や隣接する市区町村等が連携して、広域連携が必要な事項

について協議する事業内容であるため、北播磨県民局主催の地域包括ケア推進協議会に出席し、連

携を図っている。 


